
Education of Meiji University

担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
明

治
大
学
で
は
、
こ
の
「
法
曹
コ
ー
ス
3
＋
2
」

を
、
法
曹
コ
ー
ス
「
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
称
し
て
実
施
す
る
。

明
治
大
学
法
学
部
に
お
け
る
法
曹
コ
ー
ス

「
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
概
要
は
、
図
1

「
法
曹
を
目
指
す
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
」
に
示
す

と
お
り
で
あ
る
。
明
治
大
学
法
学
部
は
、
明
治

大
学
法
科
大
学
院
（
2
0
2
0
年
度
以
降
入
学

者
が
対
象
）、
中
央
大
学
法
科
大
学
院

（
2
0
1
9
年
度
以
降
入
学
者
が
対
象
）、
慶
應

義
塾
大
学
法
科
大
学
院
（
2
0
1
9
年
度
以
降

入
学
者
が
対
象
）
と
の
間
で
連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
る
た
め
、
明
治
大
学
法
学
部
の
学
生
は
、

法
曹
コ
ー
ス
「
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ

り
、
右
記
3
大
学
へ
の
進
学
が
可
能
と
な
る
。

図
1
の
時
系
列
に
従
っ
て
、
理
想
形
で
あ
る
法

学
部
3
年
早
期
卒
業
の
場
合
を
前
提
と
し
て
説

明
す
る
（
な
お
、
学
部
4
年
卒
業
の
場
合
で
も

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
各
法
科
大
学
院
が
実
施
す
る
選
抜
試
験
を

受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
）。
1
年
次
秋
学
期

に
、
2
年
次
よ
り
開
始
す
る
コ
ー
ス
制
（
法
曹

コ
ー
ス
、
公
共
法
務
コ
ー
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
ロ
ー

コ
ー
ス
、
国
際
関
係
法
コ
ー
ス
、
法
と
情
報

コ
ー
ス
）
の
中
か
ら
「
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
設
置
さ
れ
た
法
曹
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
。
法

曹
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
学
生
は
、「
一
貫
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
要
件
」
を
満
た
し
た
場
合
、

各
法
科
大
学
院
が
実
施
す

る
「
法
科
大
学
院
特
別
選

抜
」
試
験
を
受
験
す
る
こ

と
が
で
き
る
。「
一
貫
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
要

件
」
は
、
卒
業
に
必
要
な

単
位
数
を
満
た
し
、
早
期

卒
業
の
要
件
（
G
P
A
基

準
値
を
超
え
て
い
る
こ
と

な
ど
）
を
満
た
し
て
い
る

こ
と
、
こ
れ
に
加
え
、
民

法
（
親
族
法
お
よ
び
相
続

法
）、
行
政
法
、
民
事
訴

訟
法
お
よ
び
刑
事
訴
訟

法
、
司
法
演
習
を
全
て
修

得
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。「
一
貫
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
修
了
要
件
」
を
満
た

し
た
者
は
、
右
記
の
と
お

り
各
法
科
大
学
院
が
実
施

す
る
「
法
科
大
学
院
特
別

選
抜
」
試
験
を
受
験
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
選

抜
試
験
に
は
5
年
一
貫
型

選
抜
試
験
（
法
律
科
目
の

論
文
式
試
験
を
実
施
せ

ず
、
法
曹
コ
ー
ス
の
成
績

な
ど
を
重
視
し
て
選
抜
す

る
方
式
）
と
開
放
型
選
抜

「
法
曹
コ
ー
ス
3
＋
2
」導
入
の
背
景

周
知
の
と
お
り
、
司
法
改
革
お
よ
び
大
学
改

革
の
も
と
で
2
0
0
4
年
に
設
立
さ
れ
た
法
科

大
学
院
制
度
は
、
2
0
0
8
年
ま
で
は
4
万
人

前
後
の
法
科
大
学
院
志
願
者
が
存
在
し
、
法
科

大
学
院
制
度
が
司
法
制
度
改
革
の
ひ
と
つ
の
起

爆
剤
に
な
る
か
の
よ
う
に
も
見
え
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
経
済
的
要

因
や
そ
れ
に
連
動
し
た
法
曹
の
不
人
気
も
大
き

な
要
因
の
ひ
と
つ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
法
曹

養
成
制
度
上
の
問
題
（
特
に
司
法
試
験
予
備
試

験
制
度
の
創
設
）
も
起
因
し
て
、
現
在
、
法
科

大
学
院
志
望
者
数
は
1
万
人
を
大
き
く
割
り
込

ん
で
お
り
（
※
1
）、
こ
の
傾
向
と
も
相
ま
っ
て

法
学
部
入
学
者
数
も
減
少
傾
向
に
あ
る
（
※
2
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
打
開
策
と
し
て
、
文
部
科

学
省
の
主
導
の
も
と
新
た
に
創
設
さ
れ
た
制
度

が
い
わ
ゆ
る
「
法
曹
コ
ー
ス
3
＋
2
」
で
あ
る
。

【
法
曹
コ
ー
ス
3
＋
2
】と
は
何
か

1
明
治
大
学
法
学
部
に
お
け
る
取
り
組
み
1

「
法
曹
コ
ー
ス
3
＋
2
」
と
は
、
法
学
部
に
創

設
さ
れ
る
「
法
曹
コ
ー
ス
」
に
お
け
る
学
部
3

年
間
（
大
学
を
3
年
で
早
期
卒
業
）
と
、
法
科

大
学
院
に
お
け
る
2
年
間
の
合
計
5
年
間
の
一

貫
性
・
体
系
性
の
あ
る
課
程
を
修
了
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
司
法
試
験
受
験
資
格
を
得
ら
れ
る

と
い
う
制
度
を
指
す
。
こ
の
新
た
な
制
度
は
、

司
法
試
験
受
験
生
の
経
済
的
お
よ
び
時
間
的
負

明
治
大
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教
育
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渥美総合法律事務所・外国法共同事業（現渥美坂
井法律事務所・外国法共同事業）パートナー等を
経て、現職（明治大学法学部准教授・弁護士）。

主な著書・論文
『自動運転と社会変革 法と保険』（編著者・商事法務出版・2019年）
『民事訴訟手続における電子証拠の原本性と真正性―米国におけるデジタル・フォレンジックの活用場面を
参考にして』情報ネットワーク・ローレビュー17巻（商事法務出版、2019年）など
所属学会
日本民事訴訟法学会、仲裁ADR法学会、情報ネットワーク法学会

専門分野：民事手続法

新
た
に
導
入
さ
れ
る「
法
曹
コ
ー
ス
3
＋
2
」
の

概
要
お
よ
び
明
治
大
学
法
学
部
に
お
け
る

取
り
組
み
と
そ
の
展
望

※1 法科大学院特別委員会（第75回）配布資料4「第4回法曹養成制度改革連絡協議会配布資料（抜粋）」
※2 法科大学院特別委員会（第78回）参考資料1「法学部・法科大学院関係データ集」

図1　法曹を目指すためのステップ（法曹コース3＋2）
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試
験
（
法
曹
コ
ー
ス
の
成
績
な
ど

を
重
視
す
る
が
、
法
律
科
目
の
論
文

式
試
験
を
実
施
し
て
選
抜
す
る
方

式
）
が
あ
り
、
例
え
ば
明
治
大
学

法
科
大
学
院
の
場
合
、
現
時
点
で

は
、
5
年
一
貫
型
選
抜
試
験
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
り
、
開
放
型
選
抜
試

験
の
実
施
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。

5
年
一
貫
型
選
抜
試
験
に
合
格
し
法

科
大
学
院
に
進
学
し
た
場
合
、
法
学

部
で
修
得
し
た
一
部
の
科
目
に
つ
い

て
は
、
法
科
大
学
院
に
て
単
位
認
定

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

法
科
大
学
院
進
学
後
に
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
者
は
、
法
科
大
学
院
在

学
中
に
司
法
試
験
を
受
験
で
き
る
制

度
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。

予
備
試
験
等
の

現
行
試
験
制
度
と
の
関
係

「
法
曹
コ
ー
ス
3
＋
2
」
と
現
行

の
法
曹
養
成
制
度
と
の
関
係
（
図
2

参
照
）
を
簡
単
に
説
明
す
る
と
、

司
法
試
験
予
備
試
験
（
い
わ
ゆ
る
予

備
試
験
）
ル
ー
ト
と
、
こ
れ
ま
で

の
法
科
大
学
院
進
学
ル
ー
ト
（
学
部

3
年
早
期
卒
業
制
度
の
利
用
に
よ
る

法
科
大
学
院
進
学
と
通
常
の
学
部
4

年
卒
業
後
に
法
科
大
学
院
進
学
）
は

そ
の
ま
ま
残
る
。
法
曹
を
目
指
す
学
生
に
と
っ

て
は
、「
法
曹
コ
ー
ス
3
＋
2
」
の
選
択
肢
が
ひ

と
つ
増
え
た
こ
と
に
な
る
。
予
備
試
験
は
、
経

済
的
事
情
や
実
社
会
で
十
分
な
経
験
を
積
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
て
法
科
大
学
院
を

経
由
し
な
い
者
に
も
司
法
試
験
の
受
験
資
格
を

認
め
る
た
め
創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ
り
、
予
備

試
験
を
合
格
し
た
場
合
、
法
科
大
学
院
に
は
進

学
せ
ず
に
司
法
試
験
受
験
資
格
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。
予
備
試
験
は
、
法
科
大
学
院
修
了
者

と
同
等
の
学
識
お
よ
び
そ
の
応
用
能
力
な
ど
を

判
定
す
る
試
験
で
あ
り
、
短
答
式
、
論
文
式

（
2
0
2
2
年
か
ら
一
般
教
養
科
目
に
代
わ
っ

て
専
門
的
な
法
律
の
分
野
に
関
す
る
科
目
﹇
選

択
科
目
﹈
が
導
入
さ
れ
る
）
お
よ
び
口
述
式
試

験
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
難
関
試
験
に
も
か

か
わ
ら
ず
予
備
試
験
受
験
生
は
増
加
し
て
お
り
、

平
成
31
年
予
備
試
験
出
願
者
数
は
1
万

4
4
9
4
人
（
最
終
合
格
者
数
4
7
6
人
）
で

あ
る
。
予
備
試
験
は
学
部
1
年
次
か
ら
も
受
験

可
能
で
あ
り
、
仮
に
学
部
3
年
次
に
合
格
し
た

場
合
、
学
部
4
年
次
に
司
法
試
験
最
終
合
格
を

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。「
法
曹
コ
ー
ス
3
＋

2
」
の
目
的
は
司
法
試
験
受
験
生
の
経
済
的
お

よ
び
時
間
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、

予
備
試
験
制
度
の
方
が
よ
り
そ
の
目
的
を
実
現

す
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
大
学
法
学
部
在
学
中

に
予
備
試
験
を
合
格
す
る
者
は
数
名
で
あ
る
が
、

増
加
傾
向
に
は
あ
る
。

明
治
大
学
法
学
部
に
お
け
る

学
生
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築

法
学
部
で
は
、
法
曹
を
目
指
す
学

生
の
需
要
に
応
じ
て
適
切
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
必
要
が
あ
る
。
法
曹
を
目
指

す
学
生
に
と
っ
て
は
、
図
3
の
と

お
り
、
①
法
曹
コ
ー
ス
「
一
貫
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
利
用
に
よ
る
協
定

校
へ
の
進
学
、
②
3
年
早
期
卒
業
制

度
利
用
ま
た
は
学
部
4
年
卒
業
に
よ

る
明
治
大
学
法
科
大
学
院
ま
た
は
そ

の
他
の
法
科
大
学
院
へ
の
進
学
、
③

予
備
試
験
、
と
い
う
多
様
な
ル
ー
ト

が
あ
り
、
学
生
の
希
望
お
よ
び
特
性

に
応
じ
て
選
択
で
き
る
よ
う
教
職
員

が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
必
要
が
あ
る
。

勉
強
面
に
つ
い
て
は
、
明
治
大
学
国

家
試
験
指
導
セ
ン
タ
ー
に
法
制
研
究

所
が
あ
り
学
部
生
に
対
し
て
法
科
大

学
院
入
試
科
目
、
予
備
試
験
科
目
、

司
法
試
験
科
目
、
各
々
に
つ
い
て
弁

護
士
が
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、

法
学
部
に
お
い
て
も
法
制
研
究
所
と

共
催
に
て
司
法
試
験
予
備
試
験
対
策

講
座
を
開
催
し
、
弁
護
士
が
指
導
者

と
な
り
少
人
数
の
ゼ
ミ
形
式
に
て
、

予
備
試
験
お
よ
び
法
科
大
学
院
入
試

の
対
策
指
導
を
行
っ
て
い
る
（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
本
年

度
は
中
止
と
な
っ
た
が
、
次
年
度
開
催
に
向
け

て
準
備
を
し
て
い
る
）。

「
法
曹
コ
ー
ス
3
＋
2
」の
課
題

既
存
の
制
度
（
特
に
予
備
試
験
制
度
）
を
維

持
し
な
が
ら
、「
法
曹
コ
ー
ス
3
＋
2
」
を
創
設

し
た
た
め
、
学
生
が
ど
の
程
度
こ
の
新
制
度
に

魅
力
を
感
じ
る
か
が
相
当
程
度
不
透
明
で
あ
る
。

特
に
、「
法
曹
コ
ー
ス
3
＋
2
」
は
優
秀
な
学
生

を
対
象
と
す
る
た
め
、
予
備
試
験
合
格
を
目
指

す
学
生
を
引
き
寄
せ
る
程
に
魅
力
が
あ
る
か
ど

う
か
が
、
成
功
の
カ
ギ
を
握
る
と
思
わ
れ
る
。
法

科
大
学
院
志
願
者
数
は
激
減
し
な
が
ら
も
予
備

試
験
出
願
者
数
は
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
だ
ろ
う
。
予
備
試
験
合
格
者
の

約
半
数
が
学
部
ま
た
は
法
科
大
学
院
在
学
中
の

学
生
で
あ
り
、
現
状
の
予
備
試
験
の
受
験
対
策

を
踏
ま
え
る
と
、
必
ず
し
も
「
プ
ロ
セ
ス
」
重

視
の
選
抜
理
念
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
も
思
わ
れ
る

予
備
試
験
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
な
し
に
、
大

学
側
の
自
助
努
力
と
「
法
曹
コ
ー
ス
3
＋
2
」

の
導
入
の
み
で
法
科
大
学
院
制
度
が
よ
り
よ
い

方
向
に
改
善
さ
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
大
学
自
体
の
リ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン

も
大
事
だ
と
は
思
う
が
、
重
要
な
こ
と
は
、
個
々

の
学
生
「
個
人
」
に
と
っ
て
最
善
の
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
が
歩
め
る
よ
う
教
職
員
が
労
を
い
と
わ
ず

適
時
か
つ
適
切
に
手
助
け
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

図2   「法曹コース3＋2」と現行の法曹養成制度との関係図3　明治大学法学部サポート体制
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